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平成 29年１月５日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 ス カ ラ 

代表者名 代表取締役社長 梛 野  憲 克 

 （東証一部・コード 4 8 4 5） 

問合せ先 常 務 取 締 役 木 下  朝 太 郎 

 （ T E L  0 3 - 6 4 1 8 - 3 9 6 0 ） 

 

 

 

ソフトブレーン株式会社に対する役員選任についての株主提案に関するお知らせ 

 

当社は、ソフトブレーン株式会社（以下、「ソフトブレーン」）に対し、同社の 13,400,000 株

（発行済株式総数の 43.29％、総議決権数の 45.57％（平成 28年７月 14日現在））の普通株式を

直接または間接に保有する筆頭株主として、平成 29 年３月に開催予定の同社の第 25 期定時株主

総会に係る株主提案権の行使に関する書面（別紙参照）を平成 28年 12月 26日付で提出いたし

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 役員選任についての株主提案権行使書の内容 

 

(1) 株主総会の目的事項 

 

第１ 取締役６名選任の件 

第２ 監査役２名選任の件 

 

(2) 議案の要領および提案の理由等 

 

第１  取締役６名選任の件 

 

(a) 議案の要領 

 田村健三氏、梛野憲克氏、木下朝太郎氏、新田英明氏、呉裕紀氏および渡辺昇一氏

をソフトブレーンの取締役に選任する。 

(b) 提案の理由 

 ソフトブレーンの企業価値の更なる向上を図るためには、その前提として、充実し

たコーポレート・ガバナンス体制および内部統制システムを構築した上で、ソフトブ

レーンの各事業分野における価値の創造を最大限効率化し、ソフトブレーンの各事業

の本源的・潜在的価値を十分に引き出す必要があると考えられます。 

 そのため、ソフトブレーンの各事業分野に関連する多種多様な専門的知見や経験を
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有する取締役を新たにソフトブレーン経営陣に参加させ、各人の資質に裏打ちされた

視点をソフトブレーンの事業活動に反映させることで、真にソフトブレーンの企業価

値ひいてはソフトブレーンの株主、従業員、顧客、債権者等全てのステークホルダー

の皆様の利益に資する経営判断を行うことができる体制を整えることが、上記の目的

を達成する最善の方法であると考えております。 

 上記の取締役候補者は、いずれもそれぞれの専門分野において卓越した専門的知見

と豊富な経験を有しており、ソフトブレーンの企業価値の更なる向上を図る上で最適

な人材であると確信しております。 

 

第２  監査役２名選任の件 

 

(a) 議案の要領 

 相田武夫氏および水戸部賢治氏をソフトブレーン監査役に選任する。 

(b) 提案の理由 

 ソフトブレーンの企業価値の更なる向上を図るためには、その前提として、充実し

たコーポレート・ガバナンス体制および内部統制システムを構築した上で、ソフトブ

レーンの各事業分野における価値の創造を最大限効率化し、ソフトブレーンの各事業

の本源的・潜在的価値を十分に引き出す必要があると考えられます。 

 そのため、コーポレート・ガバナンスおよび企業コンプライアンスに造詣が深い監

査役を選任することが、上記の目的を達成する最善の方法であると考えております。 

 上記の監査役候補者は、いずれもそれぞれの専門分野において卓越した専門的知見

と豊富な経験を有しており、ソフトブレーンのコーポレート・ガバナンス体制および

内部統制システムを更なる強化を図る上で最適な人材であると確信しております。 

 

 

  

当社は、ソフトブレーングループの企業価値を最大化するため、一体となって迅速な経

営判断を行うことができる体制を整え、両社の持つ豊富な顧客資産、技術力および実績を

有効活用することにスピード感をもって検討・実施できるよう、尽力していく所存です。 

 

 

以 上 
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【別紙】 

平成２８年１２月２６日 

 

〒１０４－００２８ 

東京都中央区八重洲二丁目３番１号 

住友信託銀行八重洲ビル９階 

ソフトブレーン株式会社 

代表取締役社長 豊田 浩文 様 

 

〒１００－８１２４ 

東京都千代田区大手町一丁目１番２号 

大手門タワー 

西村あさひ法律事務所 

電 話 ０３－６２５０－６２００ 

ＦＡＸ ０３－６２５０－７２００ 

株式会社スカラ（旧商号：株式会社

フュージョンパートナー）代理人 

弁護士 野田 昌毅 

弁護士 辰巳  郁 

弁護士 松本  周 

弁護士 吉田 雄飛 

 

株主提案権行使書 

 

 株式会社スカラは、ソフトブレーン株式会社（以下「貴社」といいます。）の総株主の

議決権の１００分の１以上かつ３００個以上の議決権を６か月以上前から引き続き有する

株主として、会社法第３０３条第２項の規定に基づき、下記１．に記載する議題（以下

「本件議題」といいます。）を、平成２９年３月開催予定の貴社第２５期定時株主総会に

おける株主総会の目的とすることを、本書をもって請求するとともに、本件議題について

下記２．に記載する議案を提出いたしますので、同法第３０５条第１項及び会社法施行規

則第９３条の規定に基づき、当該議案の要領及び提案の理由等を株主に通知することを、

本書をもって請求いたします。 

 

記 

 

１．株主総会の目的事項 
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第１ 取締役６名選任の件 

第２ 監査役２名選任の件 

 

２．議案の要領及び提案の理由等 

 

第１ 取締役６名選任の件 

 

（１）議案の要領 

 

 田村健三氏、梛野憲克氏、木下朝太郎氏、新田英明氏、呉裕紀氏及び渡辺昇一氏を貴社

取締役に選任する。 

 

（２）提案の理由 

 

 貴社の企業価値の更なる向上を図るためには、その前提として、充実したコーポレー

ト・ガバナンス体制及び内部統制システムを構築した上で、貴社の各事業分野における価

値の創造を最大限効率化し、貴社の各事業の本源的・潜在的価値を十分に引き出す必要が

あると考えられます。 

 そのため、貴社の各事業分野に関連する多種多様な専門的知見や経験を有する取締役を

新たに貴社経営陣に参加させ、各人の資質に裏打ちされた視点を貴社の事業活動に反映さ

せることで、真に貴社の企業価値ひいては貴社の株主、従業員、顧客、債権者等全てのス

テークホルダーの皆様の利益に資する経営判断を行うことができる体制を整えることが、

上記の目的を達成する最善の方法であると考えております。 

 上記の取締役候補者は、いずれもそれぞれの専門分野において卓越した専門的知見と豊

富な経験を有しており、貴社の企業価値の更なる向上を図る上で最適な人材であると確信

しております。 

 

（３）候補者の氏名、略歴等 

 

候補者番号 １ 

（氏名） 

 田村 健三（たむら けんぞう） 

（生年月日） 

 昭和２３年３月２日生 

（略歴等） 

 昭和４６年４月 三井情報開発（株） 

 昭和５４年４月 岡三証券（株） 
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 昭和５９年６月 同社自由が丘支店長 

 昭和６２年９月 同社虎ノ門支店長 

 平成２年３月 同社池袋支店長 

 平成３年１２月 （株）フュージョンパートナー（現（株）スカラ）代表取締役社長 

 平成１２年７月 同社代表取締役会長 

 平成１７年９月 同社取締役退任 

 平成２０年９月 同社代表取締役社長 

 平成２５年８月 同社代表取締役会長（現任） 

（所有する貴社株式の数） 

 なし 

 

候補者番号 ２ 

（氏名） 

 梛野 憲克（なぎの のりかつ） 

（生年月日） 

 昭和５０年１月６日生 

（略歴等） 

 平成１２年１月 （株）ディーベックス取締役 

 平成１６年３月 東京工業大学大学院 総合理工学研究科 知能システム科学専攻 

博士課程修了 

 平成１７年１月 （株）ディーベックス代表取締役社長 

 平成１８年６月 デジアナコミュニケーションズ（株）（現（株）スカラコミュニ

ケーションズ）取締役 

 平成２１年９月 （株）フュージョンパートナー（現（株）スカラ）取締役 

 平成２２年１２月 （株）ニューズウォッチ代表取締役社長 

 平成２４年４月 デジアナコミュニケーションズ（株）（現（株）スカラコミュニ

ケーションズ）代表取締役ＣＥＯ 

 平成２５年８月 （株）フュージョンパートナー（現（株）スカラ）代表取締役社長

（現任） 

（所有する貴社株式の数） 

 なし 

 

候補者番号 ３ 

（氏名） 

 木下 朝太郎（きのした あさたろう） 

（生年月日） 

 昭和４２年９月２５日生 
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（略歴等） 

 平成４年４月 岡三証券（株） 

 平成８年９月 岡三ファイナンス（株） 

 平成１０年９月 （株）フュージョンパートナー（現（株）スカラ）企画室 

 平成１４年９月 同社取締役経営企画室長 

 平成１７年７月 同社代表取締役社長 

 平成１８年９月 同社取締役 

 平成２３年１２月 デジアナコミュニケーションズ（株）（現（株）スカラコミュニ

ケーションズ）代表取締役 

 平成２４年４月 同社取締役会長 

 平成２５年８月 （株）フュージョンパートナー（現（株）スカラ）常務取締役（現

任） 

（所有する貴社株式の数） 

 なし 

 

候補者番号 ４ 

（氏名） 

 新田 英明（にった ひであき） 

（生年月日） 

 昭和５０年４月１５日生 

（略歴等） 

 平成１０年４月 （株）ザピック 

 平成１９年６月 デジアナコミュニケーションズ（株）（現（株）スカラコミュニ

ケーションズ） 

 平成２２年１２月 同社営業部長 

 平成２３年１２月 同社取締役（現任） 

 平成２７年９月 （株）フュージョンパートナー（現（株）スカラ）取締役（現任） 

（所有する貴社株式の数） 

 なし 

 

候補者番号 ５ 

（氏名） 

 呉 裕紀（くれ ゆうき） 

（生年月日） 

 昭和５２年２月１７日生 

（略歴等） 

 平成１５年３月 小澄税理士事務所入所 
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 平成１９年３月 （株）フュージョンパートナー（現（株）スカラ）入社 

 平成２３年７月 同社経理部長 

 平成２５年８月 同社経営管理本部長 

 平成２７年１０月 デジアナコミュニケーションズ（株）（現（株）スカラコミュニ

ケーションズ）取締役（現任） 

（所有する貴社株式の数） 

 なし 

 

候補者番号 ６ 

（氏名） 

 渡辺 昇一（わたなべ しょういち） 

（生年月日） 

 昭和３７年５月２３日生 

（略歴等） 

 平成元年４月 住友電気工業（株） 

 平成５年４月 弁護士登録 

 三好総合法律事務所 

 平成１５年４月 高久・渡辺法律事務所（現ライツ法律特許事務所）開設（現任） 

 平成１９年９月 （株）フュージョンパートナー（現（株）スカラ）監査役 

 平成２５年９月 同社取締役（現任） 

（所有する貴社株式の数） 

 なし 

 

 なお、全ての取締役候補者より、貴社取締役就任の内諾を得ております。 

 

第２ 監査役２名選任の件 

 

（１）議案の要領 

 

 相田武夫氏及び水戸部賢治氏を貴社監査役に選任する。 

 

（２）提案の理由 

 

 貴社の企業価値の更なる向上を図るためには、その前提として、充実したコーポレー

ト・ガバナンス体制及び内部統制システムを構築した上で、貴社の各事業分野における価

値の創造を最大限効率化し、貴社の各事業の本源的・潜在的価値を十分に引き出す必要が

あると考えられます。 
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 そのため、コーポレート・ガバナンス及び企業コンプライアンスに造詣が深い監査役を

選任することが、上記の目的を達成する最善の方法であると考えております。 

 上記の監査役候補者は、いずれもそれぞれの専門分野において卓越した専門的知見と豊

富な経験を有しており、貴社のコーポレート・ガバナンス体制及び内部統制システムを更

なる強化を図る上で最適な人材であると確信しております。 

 

（３）候補者の氏名、略歴等 

 

候補者番号 １ 

（氏名） 

 相田 武夫（あいだ たけお） 

（生年月日） 

 昭和３０年２月７日生 

（略歴等） 

 昭和５３年４月 岡三証券（株） 

 平成１３年２月 （株）フュージョンパートナー（現（株）スカラ）管理部長 

 平成１９年９月 同社監査役 

 平成２３年９月 同社監査役退任 

 平成２４年７月 データベース・コミュニケーションズ（株）取締役副社長 

 平成２５年９月 （株）フュージョンパートナー（現（株）スカラ）監査役（現任） 

（所有する貴社株式の数） 

 なし 

 

候補者番号 ２ 

（氏名） 

 水戸部 賢治（みとべ けんじ） 

（生年月日） 

 昭和３３年４月１５日生 

（略歴等） 

 平成元年２月 税理士登録 

 水戸部税理士事務所開設 

 平成２年５月 防衛庁調達実施本部非常勤講師 

 平成３年６月 東京税理士会麻布支部事務局長 

 平成１２年１１月 （株）フュージョンパートナー（現（株）スカラ）監査役 

 平成１９年９月 同社取締役 

 平成２３年１２月 （株）ＡＭＦコンサルタンツ代表取締役（現任） 

（所有する貴社株式の数） 
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 なし 

 

 なお、全ての監査役候補者より、貴社監査役就任の内諾を得ております。 

 

以 上 


